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＜連絡事項＞

・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・泉山紀子様、井上和美様、上村みわ様、坂本福子様、高田マキ様、高橋康満様
　十日市利喜様、三浦みよ子様、森田清助様　定期心電図実施しています。
・小田　タネ様～甥様から架電。「ひまわりの家」に入所にあたり、銀行外出希望
あり3/28　9：00～11：00で申請しています。
・北村　奈美様～15：00母様とオンライン面会実施しています。母様が代理受診した
あらい整形の内服薬は、鑑別に出して病棟に上がっています。
ティシュペーパー3箱、ポケットティシュ1個、洗濯衣類、

ビニール袋10枚程持ち込みあります。
＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～排泄等に関して固着した言動なく、スタッフ礼節保たれています
が、昨日の診察内容振り返りには、記憶にないと話しています。
姉様来院し急遽、主治医面談実施。薬剤調整中で、入院長引く
為、現時点で退院の目途が立たない事を説明しています。
面談後オンライン面会実施しています。
・泉山　紀子様～血圧130～166/101～116㎜Hg。嘔気持続しているが各食全量摂取。
眩暈なし。不安感の訴えなく、日課はスムーズ。
・大久保　すい様～食事介助にて各食1/2摂取。むせ込みなし。適宜水補出来てい
ます。体温36.4℃～39.3℃、頻脈、拡張期血圧高値であるが、
悪寒や不調訴えなし。クーリング強化し16時　℃。活気あり。
クーリング継続としている。
・高橋　義明様～午前中、作業欠席し希死的言動あり。表情の硬さ、切迫感なし。
主治医診察して頂きシクレスト舌下錠（5）1T 2日分処方。再び
希死的言動あった場合は、病棟移動の許可あり。昼食後「この病棟
に居たいです」と治療意志確認。決められた病棟ルールを守る事、
再び死的言動や、病棟ルールが守れなければ、改めて病棟移動と
なる事を説明し了承。その後、日課遅れなく行えています。
＜安ケ平Dr診察＞

・長谷川　陽一様～八戸市民Hp皮膚科で行っている処置の内容を主治医に説明して
います。
・上村　みわ様～足腰の疼痛は変化なし。パンの大きさを大きくして欲しいと

訴えありますが、このままの食事形態を持続。
・滝田　英人様～診察中は第三次世界大戦だといった独語が顕著。またローマ

法王が自分の所に来た等。主治医へ女性スタッフへ粗暴行為を

行おうとすることがあった事、最近、再び独語により他者より

クレームがある事を説明。主治医より夜間興奮・独語顕著な

場合は、一時的に東Aユニットで様子観察しても良いとの指示

受けています。
・出河　攻様～吐き気ある事を報告し、ナウゼリン（5）3T　3×1　5日分処方と

なっています。様子をみて、定期に繋げていくと。要状態観察。
他の不調訴えはありません。
・中川原　義雄様～脱腸は以前より良くなったかもしれない。病院食と分かって

いても美味しいのが食べたいですね。マヨネーズが必要だと。
依然として、自宅に電話が掛からないと不満訴えています。
フェルビナクスチック軟膏３％　2本　処方となっています。

＜皮膚科診察＞

・北村 奈美様～デルモゾールＤＰ 軟膏1本、アズノール軟膏1本処方となって
います。
・小田　タネ様～ヘパリン類似物質油性2本、デルモゾールＤＰ 軟膏1本処方
となっています。

・馬渡　澄雄様～尿素クリーム１０％　1本、アズノール軟膏1本処方となって
います。また、両趾間足白癬の為、テルビナフィン塩酸塩
クリーム１％　1本処方となり、処置追加となっています。
